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★★いよいよ修学旅行!奈良・京都へ出発!★★ 
  来週６月１９日（水）～２１（金）、奈良・

京都への修学旅行がいよいよ来週になりました。

荷物（大バッグとリュック）の準備はいかがですか？こ

の週末を使って、お家の人と荷物の最終確認をす

すめてください。私（新海）は、１週間前からず

っと奈良・京都の天気予報が気になっています。

ちなみに、以前は３日間ともくもり、雨マークが

ついていたのですが、これを作成している 

14 日（金）朝現在、Yahoo！天気予報によると、 

なんと良くなっています・・・!!       あとは願うのみ・・・! ベストフォトも、いい天気の

もと撮れるといいですよね。 

さて、３日間は、これまでの授業や調べ学習で学んできた歴史や文化が目の前に広がる

感動的な体験となることでしょう。東大寺や金閣寺などの壮麗な寺院、清水寺や嵐山な

どの美しい自然、そして活気あふれる京都の街並み。教科書などの写真でしか見たことが

なかった景色が鮮やかによみがえる瞬間をぜひ楽しんでください。 

３日間とも、班別研修や公共機関の利用など、仲間と協力して行動する場面が数多くあ

ります。限られた時間の中で、計画的に行動し、互いに助け合いながら目標を達成するこ

とでチームワークを深めることができます。また、お世話になる加茂川館での宿泊など、普

段とは違う環境で過ごすことで、互いを理解し、尊重し合う気持ちを育むことができます。

このことは、２年生での赤城移動教室や都内巡りでも大切にしてきたことですよね。ぜ

ひ、みんなのあたたかい気持ちで、充実した２泊３日にしていきましょう。無事に東京に

帰ってきて、お家の方、他学年の先生、後輩たちに素晴らしい思い出をたっぷりと語れま

すように・・・。先生たちも有意義な修学旅行になるよう、全力でサポートします。これ

まで培ってきたみんなの『正しい判断と行動』『機動力』を期待しています！ 

この週末で、しおりをお家の人と読んで・・・月曜日に必ずもってきてください。 

 

 

 

 

 
 

渋谷区立上原中学校 

令和６年６月１４日（金） 

No.１１ 

第３学年 学年だより 

みんなの願いで予報がもっとよくなりますように!! 

昨日、実行委員が、『奈良講演会』を開いてくれました！修学旅行に関する単語の BINGO、鹿は１日

に何人の人を接客するのか、大仏の重さを他のものにたとえて比較するなど・・・最高の授業でした!!! 

 



★★６/１７（月）～６/２８（金）の時間割★★ 
 １７（月） １８（火） １９（水） ２０（木） ２１（金） ２２（土） 

 １組 ２組 ３組 １組 ２組 ３組 １組 ２組 ３組 １組 ２組 ３組 １組 ２組 ３組 １組 ２組 ３組 

１ 学 学 学 体 家 
国 

(三 

 

１日目 

奈良 

薬師寺・東大寺 

 

２日目 

京都 

班別研修 

 

３日目 

京都 

タクシー班別研修 

   

２ 英 英 数 
社 

(小 

国 

(三 
美    

３ 数 数 体 
国 

(三 
体 

社 

(小 
   

４ 技 理 英 美 
社 

(小 
理    

５ 総 総 総 理 美 技    

６ 総 総 総 修学旅行前日指導    

備考 生徒朝礼（制服） 
脊柱側弯検診 

朝、トラックに 

大バッグ積込!! 
疲れをため込まないよう、睡眠は十分にとりましょう！ 

 

★修学旅行関連★ 本日、しおり持ち帰っています!! 

・出発前日の１８日(火)に、大バッグをトラックに積み込みます。7:55～8:15積み込み完了とします。余

裕をもって登校してください。また、名前の書かれたタグをくくりつけてくることをお忘れなく!! 
・出発当日の１９日（水）は、７：３０～７：４５で東京駅集合です。万が一、体調不良等で欠席・遅刻する場

合は、保護者の方が、7:20～７：３０で本部携帯         代表電話にご連絡ください。ご協力よろしくお願いし
ます。番号は、生徒を通じてお伝えします。 

・指定の封筒に、お小遣い（最大 6000円）＋拝観料分の現金、ICカードへのチャージ（自宅～東京駅
の往復分、班別研修で必要な 1DAYパス以外でかかる交通費分）の準備をお忘れなく! 
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修学旅行 



★★体育祭で見えた「貢献・思いやり」の心★★ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後の体育祭『応援』 
最後の体育祭。私にできることは「応援」それだけだった。皆やる気に満ちた顔で練習に励み、必死

に頑張っていた。そんな中私は学年種目のムカデで最後尾を任され、選抜百足にも選ばれた。しかし、

前日に足をけがしてしまい、体育祭に出ることができなかった。その中でできる唯一のことは「応援」。

それだけでも頑張って「誰よりも声を出そう。」と心に決めた。練習中にタイミングがずれている人に教

えたり、外から見た状況などを伝えて、できることはやったと思う。 

 そして体育祭当日を迎えた。私はその日、のどが痛かったがそんなことは気にせず、目の前の体育祭

で自分にできることに集中し、全ての競技に対して最大限に声を出した。 

 午前の部の三年生全員リレーでは、前を走る時に、「頑張れ。」や「抜かせるよ。」などの声を出した。

午後の部のムカデ競走では、前を通る時に一緒にかけ声を出したり、「落ち着いて。」や「ペースを保っ

て。」などの声かけをした。学級対抗リレーでは、「後ろ来てるよ。」や「抜けるよ。」と声をかけた。 

 私たちは、最後の体育祭で、午前の部では負けていたが、午後の部で逆転し、勝つことができた。こ

のことを通して私は、できることを最大限にやることの大切さと応援の力を実感した。なぜなら、体育祭
が終わった後に一部の人から、「応援ありがとう。」や「気持ちが届いたよ。」などの言葉をもらったから

だ。その言葉をもらったとき、「少しでも皆の助けになれてよかった。」と感じた。 

 最後にもう一つ。私は体育祭に出れなかった。しかしその代わりに、できることを最大限に取り組ん

だ。それに加え、最後の体育祭で優勝することができた。この経験を生かして、できることが少ない場面

でもくじけずに、最大限やっていきたい。                            （二組 男子生徒） 

                          

 

 

 

『体育祭』 
今回の体育祭で心に残ったことはたくさんあります。それは、中学校生活最後の体育祭で、絶対に勝

ちたかったからです。 

心に残った一つ目は、「全員リレー」です。三年生に進級して、最初の体育の授業で、50m走をはか

った時、他クラスより速い子が少なく、「まずい」と思っていました。しかし、少ない練習の中でクラス全

員で真剣に話し合い、走順を決め、バトンパスからの練習をしていくうちに、「ワンチャン勝てる！」と思

い始めました。体育祭前、最後のクラス練習で、全員リレーのタイムを測ったところ、１回目で終わらせる

つもりがかなり遅くて、２回目をやることにしました。そうすると、２回目が逆にめちゃくちゃ速くて、勝てる

雰囲気になりました。そして、本番。みんなのバトンパスが誰一人ミスなしで、僕までつないでくれまし

た。それでゴールをしたところ、着順どおりなら負けていたけれど、１組、２組に違反があり、まさかの３

組はひとつもありませんでした。そして、タイムで２組を上回り、１位を取ることができました。たぶん中学

校生活で一番嬉しかったです。その後の給食で、みんなが「僕がＭＶＰ」と言ってくれましたが、違いま

す。一つのミスもなく、最後、僕につないでくれたみんなのおかげです。本当に感謝しています。みんな

のおかげで最高の思い出になりました。走った後の先生がタイムを発表する瞬間は一生忘れません。 

二つ目は、学年種目のムカデです。ムカデは、最初、２組が速すぎて勝てる気がしなかったけれど、練

習をしていくうちに勝てると思いました。本番惜しくも勝てることはできませんでしたが、これも絶対に忘

れることはありません。最高のムカデ競走でした。 

最後に、僕のクラスは優勝することはできなかったけれど、３組にとっては、３組が優勝だと思います。

最高のクラスメイトに、もう一度、「ありがとう。」と言いたいです。           （三組 男子生徒） 

                          

 

 

 

 


